
まとまった付着稚貝が見られています

《調査結果の概要》 調査日：６月１０日（月）

○北部海域（唐桑～岩井崎）
・ 調査点の表層水温は14.4～15.4℃，10m水温は13.5～13.9℃であり，表層水温及び10m水
温ともに昨年とほぼ同じでした。

・ 各調査点の付着稚貝数は前回の約２～４倍に増加しました。

○中部海域（十三浜）
・ 調査点の表層水温は14.1℃でした。
・ 調査点の付着稚貝数は前回から増加しました。

○その他
・ 採苗器がノロ等ではげしく汚れていると付着稚貝の増加が見込めません。早め（４月下旬
から５月上旬）に採苗器を投入した場合は汚れを確認し，汚れている場合は採苗器の追加投
入や交換を行うことをおすすめします。
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次回の通報発行は６月２０日（木）の予定です。

表 浮遊幼生等調査結果

県外情報
岩手県(6/7) 付着稚貝が増加。試験採苗器1袋に86～297個体の付着稚貝。垂下期間は約10日間。

その他
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ等）

浮遊幼生数

その他
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

等）

250ﾐｸﾛﾝ未満 250ﾐｸﾛﾝ以上
（小型～中型） （大型）

10m 2回曳 38 5 44 556 (6/3-6/10，10m) 188

20m 1回曳 22 2 36 392 (6/3-6/10，20m) 148

岩井崎
(6/10)

14.4/13.8 10m2回曳 41 7 34 375 (6/4-6/10，10m) 93

大前見（大島）
(6/10)

14.8/13.5 10m2回曳 32 4 17 － ( /  -  /  ，   m) -

十三浜（大指）
(6/10) 14.1/ - 10m 2回曳 1 1 106 1,070 (6/4-6/10，10m) 300

個体/袋

唐桑（只越）
(6/10) 15.4/13.9

調査点
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ

採取方法
（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ）

ホタテガイ浮遊幼生数

個体/ｍ3

ホタテガイ付着稚貝数
個体／袋

個体/ｍ3 （投入日-回収日，垂下水深）


